
 

 

 

 

本校硬式野球部は打倒私学を掲げ甲子園を目指し 

「一心不乱」「攻撃野球」 

をモットーに、日々活動しています。 
 

【紅葉川高校が目指すチーム】 

① 「正しい目標設定ができる」チーム 

② 「目標に向かい全員が心を一つにして行動できる」チーム  

③ やるべきことを「選手自らが考え、判断し、実行できる」チーム 

④ 「できることをきちんとやる(当たり前のことを当たり前にやる)」チーム 

⑤ 考える中で「思い切って投げ、思い切って走り、思い切ってバットを振る」チーム 

 

 

 

 



【活動内容】 

① 学校練習 

週６日の活動で平日は基本学校のグラウンドでの練習です。月曜日が OFF で、火曜日がグラウン

ド全面を使っての練習、他はサッカー部と半面ずつを使用しての練習になります。個人で考えて練

習する課題別練習も多く取り入れています。投手は投手専用練習メニューで行っています。 

② 江戸川区球場でのナイター 

 月２回のペースで江戸川区球場でナイターの練習試合をしています。学校から自転車で５分ほど

の施設のためとてもアクセスが良く、学校でアップをしてから行くことができます。様々なチーム

と練習試合を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 体力づくり 

  練習直後にプロテインや補食を補給する時間を設け、体作りに励んでいます。 

入学当初は細身でも、学年が上がるにつれて次第に体に厚みが出てきます。 

④ 練習試合 

土曜日、日曜日は 3月～11月までほとんど練習試合（遠征）が入ります。東京都内、都外問わずたく

さん練習試合を行っています。近隣の県への遠征試合もあります。 

＜主な練習試合対戦校（２０２４～２６年）＞ 

①東京 

日大豊山、杉並、日大一、葛飾野、安田学園、東大和、武蔵丘、総合工科、立志舎、八王子北、田無、 

清瀬、東亜学園、大山、日体大荏原、文京、修徳、片倉、小岩、練馬、板橋、狛江、高島、小松川、 

小平、日野、城東、雪谷、足立新田、鷺宮、千歳丘、八王子、府中工科、王子総合、明法、江戸川、 

国学院久我山、葛西南、城北、杉並、武蔵、佼成学園、国分寺、南平、東大和南、東京、新宿、東洋、 

日大櫻丘、墨田工科、竹台、獨協、久留米西、深川、国士舘、広尾、成立など 

②千葉 

県千葉、八千代、鎌ヶ谷、柏陵、浦安、柏井、東葛飾、千葉商業、二松学舎柏、八千代、四街道、 

検見川、船橋東、市立松戸、柏南、我孫子、光英ヴェリタス、実籾、八千代松陰、我孫子東、千葉商大、 

柏の葉、東京学館、千葉北、習志野、千葉工業、幕張総合、磯辺など 

③埼玉 

不動岡、慶應志木、朝霞、浦和東、坂戸西、春日部、蕨、大宮武蔵野、星野など 

④その他 

 宇都宮柏楊、川崎総合、帝京長岡、中越、水戸啓明、旭丘、湘南学院など 

の主な対戦校（２０２４～２６年） 



【練習環境】 

全面黒土でレフトは９５ｍとることができるグラウンドとなっています。レフト側に３か所でピッチン

グが可能です。また、LED照明を導入し、日が落ちるのが早い時期でも活動しやすい環境になっていま

す。さらにピッチングマシンを３台、整備車１台を所有するなど、都立学校としては大変恵まれた環境で

活動しております。冷暖房完備のトレーニングルームもあります。また、毎日グラウンドを使用して練習

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動報告】 

２０２６年５月現在、紅葉川高校は３年生１０名、２年生３名、１年生１３名（マネージャー

含む）の２６名で甲子園出場を目指し活動しています。 

メンタルコーチによる講習会や、専門家による栄養講習が定期的に設定されており、野球の技

術以外の部分の指導も多く取り入れています。また、多くの取材や大学野球関係者に見学もして

もらいます。さらに練習試合の項目にもあるように、さまざまなチームと練習試合を行います。

人数の多い時は、２つのチームに分かれてそれぞれで試合を行いますので、１年生も多くの実戦

経験を積むことができます。 

学校の中での委員会活動や HRでの活動でも積極的に動けることや、物事の中心となって行動で

きるよう心がけ、周りの人に応援される部活動を目指して活動しています。スポーツ特別推薦実

施校で４名の募集枠があります。 



【活動実績】 

＜各大会最高成績＞             ＜プロ野球選手＞ 

・春季東京都高等学校野球大会ベスト１６     ・徳島インディゴソックスへ入団(現役投手) 

・全国高等学校野球選手権大会東東京大会ベスト８ ・福島レッドホープスへ入団 

 ・秋季東京都高等学校野球大会ベスト１６       →山梨ファイアーウィンズ(現役投手) 

【スタッフ紹介】 

監 督 安部 雄太 (保健体育科) ４２歳 

     ２０２６年監督就任（前任：都立広尾高校監督） 

   球歴 都立城東高校‐中京大学（硬式野球部） 投手 

・都立城東高校では２００１年夏の２度目の甲子園に出場 

     ・都立広尾高校監督時の令和７年秋季大会ベスト１６（春季大会シード校） 

・都立広尾高校で指導した卒業生に「独立リーグ２名（投手）」、「社会人野球１名

（投手）「首都大学野球連盟１部１名（投手）」、「他大学野球連盟所属複数名（野 

 手）」在籍 

助監督 西野 昴 (保健体育科) ２５歳 

     ２０２６年助監督就任 

   球歴 京都府立工学院高校－東洋大学(準硬式野球部) 捕手 

    ・２０２３年 浦安市立見明川中学校野球部顧問 

     ・中学時代に京都府優勝＆代表経験あり 

責任教師(部長) 佐々木 健一 (数学科) ５０歳 

     ２０２４年部長就任（～２０２１：都立足立西高校部長） 

       球歴 都立小山台高校野球班 内野手 

      ・東京学芸大在学中に母校の学生コーチとして指導 

 

私学を倒し甲子園を目指し、一生懸命 

活動できる新入生の入部を待っています。 

都立でも私学に勝てます！ 

下町から都立５校目の甲子園へ！ 

紅葉川高校野球部公式インスタグラム 

 

練習はいつでも見学できます。学校（tel:03－3878－3021）までお問い合わせください。 


